
「契約について」

１．新学習指導要領の「消費生活」について



２．授業の展開例

学習活動 ○おもな支援 ・留意点 
◎評価の視点 

（評価方法）

導入

展開

１．本時のめあてを知る。 

 ・買い物の経験をふり返る。 

２．「契約」について考える。 

 ・自動車を買うときに「契約」して

いた。 

 ・家を買うときに「契約」していた。

３．「売買契約」について知る。 

４．「売買契約成立」について考える。

５．「消費者の役割」について考える。

６，本時のふり返りをする。 

〇買い物の経験をふり返り，困ったことや

失敗したことを思い出すことで，本時の

めあてを設定できるようにする。 

○生活の中の「契約」している場面を想起

することで，「契約」とは約束ごとであ

ることに気付かせる。 

○プレゼンテーション用ソフト【消費生活

センター】を活用し，「売買契約」につ

い理解できるようにする。 

・「消費者」「承諾」「売買契約成立」につ

いて，説明をする。 

○代表児童が「店の人」「消費者」を演じ

ることで，どの時点で「売買契約」が成

立するのかを考えられるようにする。 

・売買のやり取りがスムーズにできるよう

に，売買のキーワードを入れたセリフを

渡す。 

・どの時点で「売買契約」が成立するのか

を個人で考え，理由も交流するようにす

る。 

○グループで，消費者としてできることを

「買う前」「買う時」「買った後」で整理

して考えることができるようにする。 

・困った時は，先生や大人の人に相談する

ことや保護者の方を消費生活総合セン

ターに相談に行くことができることを

知らせる。 

・本時の学習で分かったことや自分の買い

物をふり返り，生かせることや気を付け

ることを考えられるようにする。 

〈知識・理解〉 

「売買契約」につい

て理解し，消費者と

しての役割に気付

くことができる。

（ワークシートの

記述） 

売買契約を知り，消費者の役割について考えよう。



３．ワークシート例

めざそう 買い物名人  NO.２

めあて

○どの時点で，売買契約は成立するでしょう？

５年（  ）組（  ）番 名前（                ）

○ふりかえり（消費者として，これからどのように生かしていきたい

ですか。）

売買契約について知り，消費者として気をつけることを考えよう。

ものを売ったり買ったりすることを

（①        ） といいます。

承諾
しょうだく

申し出

（②       ）

といいます。

④③

理由番号

○消費者として，気を付けること

買う前

買った後

買う時




